






































｢月本が歌う，憂き身に.｣

月本正がＣＤを出すという．ライヴこそ見たことはないが，そ
のあまりにもユニークなスタイルは初めて聴いた瞬間から忘れ
られない印象を残している．しかし，それがどういう種類の印
象なのかということについて他者へ紹介するとなると，「個人
の主観」とかいう，いつものアポリアに陥ってしまう．つまり，
それは各々の聴取者における「音楽」あるいは「歌」という観
念の在りかを映し出す鏡，試金石としての位置を占めてしまう
のだろう．ある友人はこう言った．「音楽としての必然性を感
じない．」成る程，そう言われればそうかもしれない．その友
人は決して月本の作品を拒否や嫌悪した訳ではないにもかかわ
らず，である．私自身としては，編集者GESOの言うように，似
た音楽家を列挙して比較論をぶつ愚は避けたものの（そうだ，
決して彼のようなスタイルが稀という訳ではないのだ），聴け
ば聴くほどに「これは詩の朗読に近い」という認識をあてはめ
て安心するように努めている始末だ．息，声，言葉，詩，歌，
曲，演奏，音楽……．こうした概念をバラバラにしてしまうよ
うな分解酵素的な強さがここにはある．そういう意味では良質
な即興演奏が与えるような，超越的，現象学的還元を感じさせ
るものがある．あぁ，こんなゴタクを並べて何になる．聴けば
よいだけだ．そして可笑しかったら笑えばいいさ，哀しかった
ら泣けばいい．そうじゃないかぇ，皆の衆．それこそが「音楽」
に求められたナイーヴな機能ではないか．ＣＤという，あまり
にも今日的なメディア，商品に彼が何を期待し，何を忘却する
かはしらない．おそらく月本は我々のヨゼフィーネなのだろう．
カフカ描くところの，この鼠の歌姫は，誰にでも出せるような
声しか出さない．しかし，彼女が歌うその姿は鼠族のアイデン
ティティを確認させる．……それは誰にでもできる．しかし，
それゆえに彼にしかできないのだ． （Onnyk)

»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»»

ＣＤ制作ノート

僕は月本ファンで，多分彼のライヴを一番多く観ているお客で
すから，彼にソロＣＤの選曲と編集を頼まれたときは一も二も
なく引き受けました．でも，彼の音楽は誰もが好きになる類の
ものではありませんし，そもそもこれを音楽とは認め難い人も
多いことでしょう．有り体に言って彼はひどい音痴です．でも，
その余りにも確信に満ちた歌唱に接すれば，「歌がうまいとい
うのはどういうことなのか」「歌心とはいったい何なのか」と
いった素朴な疑問に立ち返らざるを得なくなります．というか，
彼の音楽は，こうした疑問を経たうえで，「歌がうまいという
ことの無意味さ」（Cナンシー関）を識った者だけが享受しう
る悦楽なのです．例えば，1997年３月26日，荻窪グッドマンの
月例ソロライヴで後半30分をぶっ通しで歌ったときの月本くん
を10段階評価するならば，テンション10／リズム10／声量10／
音程０／技巧０といったところです．このいびつなバランスが
最高で，僕はそのままライヴ録音盤にしたいと思うと同時に，
手間暇かけてＣＤを編集することの虚しさを感じたものです（客
が僕を入れて３人しかいなかったのはもったいない限りです）．
けれど，今回のＣＤは，出来のいいライヴをそのまま収録する
ことではなくて，「月本正・入門編」を作ることに眼目を置い
て作ったものです．同じ曲の様々なヴァージョンを収録すると
いうアイディアもありましたが，最小限にとどめ（トラック01

とトラック39（の末部）のみ），できるだけ多種の作品を収め
ることにしました．でもまあ，初めて聞く人にはどのみち同じ
ような歌に聞こえることでしょう．何であれ初めて聞く類のも
のは似たり寄ったりに聞こえるものです．ましてメロディーが
判然としない楽曲が並んでいては……．でも，実は月本くんの
場合，同じ歌であってもライヴの都度歴然と違うのです．そこ
で「本当はどんな曲なのか」「正しい旋律はどうなっているの
か」という疑問が生じるのですが，そうしたことを考えながら
彼の歌を聞くことも，少なくとも僕にとっては楽しみ方の一つ
です．トラック27やトラック40（の中間部）のように本歌がポ
ピュラーな場合はまだしも，オリジナル曲の場合は原形が想像
もつかないことが多いですし，カヴァーであっても原形をとど
めていないことがしばしばです．例えばトラック02を仮にレノ
ン＆マッカートニーが聞いたところで，著作権侵害だと言って
くることはまずないでしょう．これは，僕自身が作曲したトラ
ック33を聞いて「こんな曲を作った覚えはない」と感じること
からも推測できるのです．最後に歌詞について少し触れておき
ます．トラック09（自作の詩ではありませんが）のようにごく
率直なものもありますが，多くは相当屈折したものです．屈折
も度が進むと一見普通に見えたり冗談のように見えたりするこ
とがあり，そこでは真摯さと滑稽さが矛盾なく同居し得るので
す．月本くんの出演が場違いとも思われるコンサートで，最初
は彼の歌に嘲笑を浴びせていた猿みたいな若いパンクス（トラ
ック26にその様子が一部収録されています）が，次第に「これ
はひょっとしたら単なる冗談とは違うものかも知れない」と気
づいて徐々に笑わなくなっていく光景を僕は目撃しています．
最近のライヴでは元の歌詞をオノマトペーに置き換えて歌うこ
ともあり，こうなるとますます冗談と誤解される余地が増える
のではないかとも思うのですが，危惧するようなことでもない
のでしょう．歌詞は必ず解釈しなくてはいけないというもので
はありませんし．……いずれにせよ，誰も月本くんの真似はで
きないでしょうし，真似したところで意味ありません．独創性
とはそんなものをいう，というのは言わずもがなのことなので
すが． （GESO)
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月本正インタビュー

月本 正（うた，g，tp）
1967年１月25日，東京都豊島区（とげぬき地蔵のそば）で生ま
れ，中学，高校は千葉に通う．東邦大学医学部卒．
グッドマンには，今年（注: 1996年）の２月から，出演．

──最初に，細田さんからの質問で「月本さんは，いわゆるフ
ツウの演奏も出来て，ああいう，知らない人がきいたらでたら
めやってるようにきこえる演奏をしているのか，それとも，ハ
ナからフツウの演奏は，する気がないのか？ どちらにしても，
それぞれの意味で，すごいと思いますが」とのことなんですが．
──もともと楽器は演奏できなくて……それ以前に，すごい音
痴なんですが……音楽とかは好きで……よく聴き始めたのが，
日本のニューウェーブとか，外国のオルタネイティブとかが，
はやっていた頃なので，自分でも何かやってみようという感じ
で始めました．練習とかも，ほとんどしないしちゃんとした演
奏は出来るにこした事はないと思っているんですが，全然でき
るようにならないですね．ただ声とかは以前よりは通るように
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壊れた旋律の彼方に抒情の廃墟が拡がる──
あらかじめ失われたシンガーソングライター
月本正 デビュー･アルバム 発売中>

「だってもう雨だよ、サンシャインガール」
／月本正ソロライブ集成'93～'96

全41トラック収録（約80分） 16ページブックレット付
きなこたけレコード きなこ-101 \2,000円

[収録曲目]
Ｍ01 僕達のテーマ(Coda from「椿の木の下で」）
Ｍ02 Ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ Ｆｉｅｌｄｓ Ｆｏｒｅｖｅｒ
Ｍ03 こねこの友達
Ｍ04 まずしいたいよう
Ｍ05 あらかわ君と踊れ
Ｍ06 Ｐａｎｃｏａｓｔ腫瘍はＬｏｖｅじゃない
Ｍ07 ポチが鳴く
Ｍ08 廃絶の日々
Ｍ09 十七才の世界地図
Ｍ10 太陽と栄作
Ｍ11 世界は薄井を待っている
Ｍ12 恋は去年の夏に終わり
Ｍ13 コレステロールと
Ｍ14 喃語ラプソディー
Ｍ15 コーヒーにスプライト
Ｍ16 ワルシャワ労働歌
Ｍ17 佐川くんにはならない
Ｍ18 夜を待つ
Ｍ19 犬死に
Ｍ20 Ｆｌｏｗｅｒｓ
Ｍ21 ぼくのほね
Ｍ22 Ｄｒｙｆ ｌｏｗｅｒ
Ｍ23 やがて大きな海になる
Ｍ24 だから好き
Ｍ25 さがしもの
Ｍ26 みんな自分のフットボール
Ｍ27 しかばねこえて
Ｍ28 交尾と羽場～ハバビアン
Ｍ29 ぷやん ぷよん ぷい～ん
Ｍ30 世界を救う
Ｍ31 選択の不自由
Ｍ32 バレリーナ
Ｍ33 プリンの秘密
Ｍ34 夢の中の誠実
Ｍ35 14番目のうでとななちゃん
Ｍ36 かぜひくよ
Ｍ37 はじめからうそでしんじてね
Ｍ38 さようなら
Ｍ39 椿の木の下で
[ボーナス・トラック]

Ｍ40 異邦人～境界線～粗大ゴミ
Ｍ41 お父さんのテレビ

[藤本“GESO”和男 責任編集]



なったと思います．
──友達のバンドのカバー曲も，よくやるみたいですが，どん
な風にして，知り合いになったりしたの？
──Live Houseとかの，いわゆる普通のデモテープ送って……
みたいな出演は，した事がないのですが（多分，送っても，こ
とわられるだろうし），時々，自分で，安い所，新宿のシアタ
ーＰＯＯとか，中野のハルコロ山田邑とか，西荻のターニング
とかを借りて，企画Liveを，やります．そういう企画の対バン
に出てもらって面白かったりすると知り合いになります．こち
らから企画にさそうわけですが，なるべく自分が知らないもの
を見たいので，さそう時は，わりとランダムに，音楽と関係な
い雑誌に情報がのっていたバンドとか，知人の紹介とかで，声
をかけます．あと，たま～に他人の企画Liveにも，さそわれる
ので，その時の対バンで，面白かったバンドとかにも……．
一番最初の自分の企画ライヴは，高校の時の友人のバンド，大
学の時の友人のバンド，高校の後輩のバンドと自分のバンド，
って感じで，二回目の企画ライヴの時に，清水の舞台から，と
びおりるつもりで，全く知らない人にアプローチしてみました．
……当時，JACKSのFan Clubに入っていまして，その会報でメン
バー募集をしていたフォーク頭蓋骨というバンドと，コンビニ
で売ってるＡＶ情報誌の編集後記で「ファンキーでアシッドフ
ォークなバンドをはじめた」とか書いてた徳田満という人に声
をかけました．そのバンドはハニカムズという名で，あとウル
スというバンドと４バンドでLiveをやって，たしか，今までで
ゆいいつ黒字で，みんなに500円づつ，バックしたはずです．
──日本のニューウェーブとか，外国のオルタネイティブって
具体的に，どういう人や，バンドなんですか？
──最初に好きになったのが，中２の頃テレビでみたチャクラ
とかプラスチックス，ヒカシュー，ジューシーフルーツなんか
で，あとR.C.サクセションやスペクトラムなんかも好きでした．
最初に買ったシングルがプラスチックスのGood!で，ＬＰがチャ
クラの１stでした．その後で外国のものも少しづつきくように
なって，クラッシュとかから，当時のラフトレード系のもの，
Pop GroupとかCavaret Voltair，Pere Ubuとかをきいて，そこ
から逆上ってプログレとかをきくようになりました．古いロッ
クは，兄がいたので，興味を持てば，けっこう聴ける環境でし
たね．
──自分でやり始めたのは，いつからなの？
──中３の時に学校の友人と６人位でコピーバンドを始めて，
自分は楽器がひけなかったので，2nd Keyboard（シーケンサー
の部分）とか，バスドラムを，おさえる係とかをやってたんで
すが，その同じ頃ロッキングオンに載っていた四本さんという
人のやっているコマンダーインフォメーションという企画オム
ニバステープを買って，そこに参加していた甲府のD.D.Records
というカセットレーベルを知りました．そこはアンデパンダン
（無審査）なレーベルで，１人でやってるノイズの人とか，あ
まりうまくないバンドのテープがたくさん出ていて１本700円と
安かったので，たくさん買って愛聴していました．
高２の時に，自分でもD.D.Recordsからテープを出そうと思っ

て自宅録音を始めました．最初はキーボードのソロとか，プレ
イヤーの回転数を変えたり，そのへんのものをたたいたりして，
そのうち歌をうたうようになりました．
──D.D.Recordsというのは興味あるなぁ，どういう人がやって
て，どの位つづいたの？
──当時，山梨大学の学生だった鎌田忠という人が，やってい
たんです．同じ大学の中村さん，越さんとか，鎌田さんの作品
をはじめとして，北九州のPop Companyとか山口の樹魔とか，バ

ンドとも個人ともつかないキャラクターの作品を，たくさん出
していました．大体ノイズやインプロ系のものが多かったみた
いですが，へんなうたや，ききやすい音楽もたま～に，ありま
した．通販で，700円を送ると，彼がカセットをダビングして送
ってくれるというシステムです．良心的な所だったと思います．
何年か後，大学を卒業されてからは愛知で続けていましたがい
つのまにか，連絡が，とだえてしまいました．300本以上タイト
ルが，あったと思いますが，最初の100本分位までしか，内容を
説明したカタログが出来ていないので，のこりの200本はちっと
も売れない，と言ってました．そりゃそうです．名前とタイト
ルしか，わからないんだから，最小限のコメントでも，ついて
ないと，内容が全然わかりません．
私の作品は５～６本あったはずです．最初の２～３本でソロ

のネタがつきて，月本vo鎌田keyとか，友達とのsplit（片面，
月本ひきがたり），とか，月本vo,g,p新見vo,key,gとか，作っ
てました．あと，１枚だけD.D.RecordsでオムニバスＬＰを作っ
た事があって，Disk Musikというタイトルで，それにも１曲参
加しました．本当は谷川俊太郎の「夜のジャズ」にインスパイ
アされた「夜のうた」というのを入れたかったのですが，めく
らとか差別用語が多くて，レコードには無理だ，と言われてテ
ープで出した中から１曲選んで，それを入れました．
──グッドマンでやり始める，だいぶ前に，ソノシートを作っ
て持って来てくれましたねぇ．それが今，主催しているきなこ
たけレコードのＣＤ製作に，つながっているんですか？
──直接は，つながっていないと思います．大学２年の時に，
はじめて留年したので，その記念にＥＰを作ったんですが，そ
のオマケにD.D.Recordsから出したテープからピックアップして
ソノシートを作りました．
そのあとはLiveをソロやバンド（「はるひろの」「くまのプー

さんメモリアルバンド」「スープじゃないよ」）で，やっていた
んですが，卒業して，仕事を始めると，お金はたまるけど，時
間がなくなって，以前にもまして，演奏がヘタになり，他に楽
しみもない，という感じになって，それで知り合いのおもしろ
い音楽を道楽でＣＤにしよう，というのが，きなこたけレコー
ドですね．今の所，「ゲルハルトフックス氏のある休日の午後」
というバンドのAlbumとSingle，「倉地久美夫」のAlbum，「赤色
102号」のAlbumの４つが出ています．今度は「くぼあつこ」と｢ね
っぱり一座」のAlbumも出す予定です．その辺で，とりあえずお
金がなくなると思います．
自分の活動としては，練習をしないで本番の日に，そこに楽

器を持って行く，というのをコンセプト（？）に月１回グッド
マンに出演していて，年４回位，自分の企画として，練習をし
ないで毎回違うメンバーでちがう曲をやる，というコンセプト
の「Lovely All Over The World」というバンドをやっています．
今度は６月29日(土)７PM～（注: 1996年）西荻のターニングで
やります．今の所，苦肉の策で練習しないで出来る事やってい
るわけですが，練習する時間がとれるようになって，練習する
と別のものになるかというと……割と疑問です．
──そこまで練習しないことに，こだわるというのは，よっぽ
ど自分が，上手い音楽より下手な音楽の方を好きなんですか？
──どうでしょうね？ 不快なものは好きではないのですが，
上手であれば心地良いか，というと，ちょっと違うと思うし過
去に聴いてきた音楽のバックグラウンドが，かなりマイナーだ
から，下手なものに慣れていたりは，すると思います．ただ聞
いても，あんまり，うまい，へたってわからないですね．
自分の事を言うと，今は時間的制約があるのと，練習が好き

じゃないのとの両方のせいだと思います．ただ楽器をいじるの

は好きだから，くせをつければ練習も好きになるな，とは思い
ます．きちんとマスターする事に自信がないのと，自分が出し
たい音が出れば良いと思っているのと，両方あるので，あんま
り自分は上手にならないんじゃないかと思います．ただ，自分
の出したい音みたいなのは，いつか出せるようになれるといい
と思いますね．トランペットの音が出るようになった時みたい
に快感なんじゃないかと思います．

（『GOODMAN LIVE』1996年６月号より)

☆きなこたけレコードへのお問合せは月本まで[電話03-5711-0957].

☆月本正は荻窪グッドマンにて毎月下旬ソロライヴ継続中．スケジ
ュール問合せはグッドマンまで [電話03-3398-3881].

☆手についた石鹸の匂いを消すには，掌に醤油を一滴たらし，
こすります [豆知識]．

号外 1997年５月22日発行
編集発行人: 藤本和男（KHB07500@niftyserve.or.jp)

～きなこたけレコード 絶賛発売中！～

■ゲルハルト・フックス氏のある休日の午後

ＣＤ「時計女」(きなこ-1) 2,800円

ＣＤ「人形姫」(たけ-1) 1,000円

■倉地久美夫

ＣＤ「太陽のお正月」(きなこ-2) 2,800円

カセット「ライオン・ママ」(きな-3) 1,200円

■赤色102号

ＣＤ「赤色102号」(きなこ-102) 1,500円

■くぼあつこ

ＣＤ「纏足」(きなこ-3) 2,800円

■ねっぱり一座

ＣＤ「俺が居る」(きなこ-4/MM-71596415) 2,800円

■Lovely All Over The World

カセット「Sunshine Solution」(キナ-4) 1,000円

◆Next Release Plannning◆

■Lovely All Over The World 1st CD (きなこ-5)予価2,800円

■割礼子ソロシングル (なこた-1) 予価1,000円


